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根
ね も と

本　　脩
おさむ

東地区
（阿波崎）

会長

農業委員（19名）

ご　

挨　

拶

根　

本　
　

脩

　

こ
の
度
、
令
和
三
年
農
業
委
員
会
第
一
回
臨
時
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
業
務
運
営
に
対
し
、
皆
様
方
の
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
農
産
物

の
価
格
の
低
迷
に
伴
い
、
よ
り
一
層
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、農
地
法
に
基
づ
く
許
可
業
務
の
ほ
か
に
、

「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
す
な
わ
ち
、
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
新
規
参
入
の
促
進
等
に
お
い
て
、
着
実
な

成
果
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
十
九
名
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
三
十
八
名
が
一

致
団
結
し
て
関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
、
農
地
を
守
り
担
い
手
を
育

て
る
た
め
に
、
今
後
も
地
域
農
業
の
相
談
役
と
し
て
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
更
な
る
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

農
業
委
員
十
九
名
が
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
三
十
八

名
を
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
、
新
体
制
と
な
り
ま

し
た
。

会
長
に　

根
本　

脩
氏　

会
長
職
務
代
理
者
に
は　

川
島　

昇
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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川
かわしま

島　　昇
のぼる

新利根地区
（堀川）

会長職務代理者墳
つかもと

本 典
の り お

勇

江戸崎地区
（上君山）

山
やまぐち

口 幸
こういち

一

新利根地区
（下根本）

横
よ こ た

田 悌
て い じ

次

江戸崎地区
（犬塚）

野
の ぐ ち

口 克
かつゆき

行

桜川地区
（古渡）

山
やまぐち

口 和
かずひこ

彦

東地区
（市崎）

篠
しのざき

﨑 惣
そうじゅう

壽

江戸崎地区
（高田）

遠
えんどう

藤 一
かずゆき

行

新利根地区
（中山）

村
むらやま

山 文
ふ み お

雄

江戸崎地区
（沼田）

木
き う ち

内 昌
よしひで

秀

東地区
（押砂）

関
せきぐち

口 邦
く に こ

子

東地区
（本新）

髙
た か す

須 一
いちろう

郎

桜川地区
（須賀津）

篠
しのざき

崎 文
ふ み お

夫

新利根地区
（柴崎）

𠮷
よ し だ

田　　武
たけし

桜川地区
（阿波）

内
う ち だ

田 和
かずよし

新

東地区
（清水）

宮
みやもと

本 信
の ぶ お

夫

江戸崎地区
（信太古渡）

黒
く ろ だ

田 和
か ず お

夫

桜川地区
（浮島）

山
やました

下 恭
きょういち

一

江戸崎地区
（江戸崎）

第１４号

3



油
ゆ は ら

原　　朗
あきら

新利根地区
（上根本）

木
き む ら

村 克
か つ み

己

江戸崎地区
（桑山）

清
きよはら

原 昌
ま さ み

已

江戸崎地区
（犬塚）

岡
お か の

野 治
は る お

雄

江戸崎地区
（松山）

鹿
か く ま

熊　　修
おさむ

江戸崎地区
（稲波）

古
ふるさわ

澤 真
まさかず

和

新利根地区
（柴崎）

坂
さかもと

本 光
こ う じ

士

江戸崎地区
（佐倉）

藤
ふじまき

巻 和
か ず お

夫

江戸崎地区
（高田）

水
みずかい

飼 俊
と し お

夫

江戸崎地区
（高田）

農地利用最適化
推進委員
（38名）

清
きよはら

原 利
と し お

夫

江戸崎地区
（村田）

木
き の う ち

野内 俊
としろう

郎

江戸崎地区
（時崎）

根
ね も と

本 益
ま す お

夫

江戸崎地区
（駒塚）

古
ふるわたり

渡 理
まさゆき

行

江戸崎地区
（犬塚）

土
ど い

肥 德
のりよし

良

新利根地区
（下太田）

海
え び は ら

老原 健
た け お

夫

新利根地区
（中山）

荒
あ ら い

井　　栄
さかえ

新利根地区
（下太田）

野
の む ら

村 一
かずのり

登

新利根地区
（上根本）

沼
ぬまさき

﨑 照
て る お

夫

新利根地区
（下根本）

山
やまもと

本 陽
よ う こ

子

新利根地区
（戌渡）

松
ま つ た

田 彦
ひこいち

一

新利根地区
（寺内）
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田
た な か

仲 昭
しょういち

一

桜川地区
（神宮寺）

髙
た か ぎ

城 守
まもる

東地区
（上須田）

板
いたばし

橋 正
まさのり

典

東地区
（福田）

郡
こおり

　　正
ま さ み

巳

東地区
（結佐）

坂
さかもと

本 和
か ず お

夫

東地区
（西代）

武
たけうち

内　　功
いさお

桜川地区
（浮島）

坂
さかもと

本 光
みつまさ

正

桜川地区
（四箇）

山
や ま だ

田 庄
しょうぞう

三

桜川地区
（浮島）

宮
みやざき

﨑 規
のりとし

敬

桜川地区
（須賀津）

永
な が の

野　　修
おさむ

桜川地区
（羽生）

大
お お の

野 國
く に お

生

東地区
（清久島）

渡
わたなべ

辺　　秀
まさる

桜川地区
（古渡）

黒
く ろ だ

田 敏
と し お

男

東地区
（下須田）

髙
た か ぎ

城 宏
ひろゆき

之

東地区
（釜井）

坂
さかもと

本 富
と み お

男

東地区
（佐原組新田）

平
ひらやま

山 𠮷
よ し お

男

東地区
（八筋川）

中
なかざわ

沢　　仁
ひとし

東地区
（新橋）

鳥
と ば

羽 貞
さだみつ

光

東地区
（伊佐部）
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中
間
管
理
事
業（
利
用
権
設
定
）
で
農
地
の
集
積
へ

　

曽
根
地
区
の
農
業
生
産
法
人
「
Ｎ
．Ｓ　

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
」
株
式
会
社
エ
ヌ

エ
ス
フ
ァ
ー
ム
、
助
川
功こ
う
す
け将
さ
ん
（
代
表
取
締
役
）
が
農
地
中
間
管
理
事

業
を
活
用
し
、
規
模
拡
大
を
実
現
し
ま
し
た
。
助
川
さ
ん
は
、
以
前
か

ら
同
事
業
で
農
地
の
貸
借
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
農
地
集
積
協
力
金

の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
地
元
曽
根
地
区
担
当
の
農

業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
と
も
に
、
令
和
元
年
よ
り
農

地
の
集
積
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
担
い
手
農
家
や
地
権
者
を
対
象

に
同
事
業
の
説
明
会
を
行
っ
た
ほ
か
、
農
地
の
貸
借
以
外
に
未
相
続
の

農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果　

ほ
か
の
担
い
手
農
家
も
同
事
業
に
取
り
組
み
、
曽
根
地

区
の
農
地
全
体
面
積
百
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
、
新
た
に
中
間
管

理
事
業
を
通
し
て
五
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
利
用
権
設
定
さ
れ
、
地
区
内

の
農
地
の
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
担
い
手
農
家
へ
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

助
川
さ
ん
本
人
も
地
区
内
で
新
た
に
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
の
集
積

が
で
き
て
、
農
作
業
の
効
率
・
生
産
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

助
川
さ
ん
は
「
耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
同
事
業
を

利
用
し
な
が
ら
規
模
拡
大
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
根
本
地
区
で
も
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積
を
進
め
て
お

り
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
市
全
体
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全国農業新聞を購読してみませんか
　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である
農業委員会組織が発行する農業総合専門誌です。
経営と暮らしに役立つ情報・家族全員が楽しめ
る記事も充実しています。

左から　取締役の野村さん　代表取締役の助川さん　社員の鈴木さん

発行日　毎週金曜日発行
購読料　月額７００円
申し込み・問合せは
稲敷市農業委員会事務局まで
℡　029-892-2000（代）
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「
農
業
者
年
金
」
に
加
入
し
よ
う

【
加
入
要
件
】

◆
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

◆
年
間
六
〇
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

◆
六
〇
歳
未
満
の
方

【
特　
　

徴
】

◆
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高
齢
化
時
代
で
も
安
心

◆
保
険
料
は
（
月
額
二
万
円
〜
六
万
七
千
円
ま
で
）
千
円
単
位

で
自
由
に
設
定
（
い
つ
で
も
変
更
可
）

◆
終
身
年
金
で
八
〇
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
死
亡
一
時

金
が
遺
族
に
支
給

◆
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

◆
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
保
険
料
の
補
助

　

・
三
九
歳
ま
で
に
加
入

　

・
農
業
所
得
が
九
百
万
円
以
下

　

・
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
等

【
詳
し
く
は
】

稲
敷
市
農
業
委
員
会
事
務
局

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
Ｈ
Ｐ

農
地
改
良
に
伴
う
悪
質
行
為
が
目
立
っ
て
い
ま
す
！

　
「
農
地
改
良
を
無
料
で
行
う
。」「
使
わ
な
い
農
地
を
借
り
た
い
。」

　

甘
い
言
葉
を
信
じ
る
と
、
残
土
が
捨
て
ら
れ
農
地
と
し
て
利
用
で
き
な
く

な
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
隣
接
地
や
周
辺
地
域
に
も
被
害
が
及
び
、
将
来

に
わ
た
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
。

農
地
に
盛
土
を
し
て
利
用
度
を
高
め
る
、農
地
改
良
に
は
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
農
地
を
改
良
す
る
た
め
、
自
ら
が
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
従
前
の
耕
作
土
と
同
等
以
上
の
土
を
用
い
て
、
埋
め
立
て
等
を
行
う
も
の

で
あ
る
こ
と
。

・
耕
作
に
支
障
の
な
い
時
期
に
お
い
て
行
う
も
の
で
、
期
間
は
お
お
む
ね

六
ヶ
月
以
内
で
あ
る
こ
と
。

・
農
地
面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
稲
敷
市
廃
棄
物
対
策
室
（
稲
敷
市
残
土
条
例
）
と
協
議
し
、
必
要
に
応
じ

て
許
可
を
得
る
こ
と
。

・
隣
接
地
か
ら
の
盛
土
の
高
さ
は
、
そ
の
隣
接
地
の
用
途
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
隣
接
す
る
道
路
や
水
路
等
の
所
有
者
又
は
管
理
者
と
協
議
し
、
各
関
係
機

関
の
承
諾
・
許
可
等
を
得
る
こ
と
。

　

こ
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
行
為
は
農
地
法
の
一
時
転
用
の
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
違
反
転
用
者
に
は
厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

第１４号

7



編集委員

委
員
長　

関
口　

邦
子

委

員　

宮
本　

信
夫

委

員　

山
口　

幸
一

委

員　

吉
田　

武

委

員　

山
口　

和
彦

編
集
後
記

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
委
員

の
方
々
に
は
日
々
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
「
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
大
変
な
環
境

生
活
の
中
、
稲
敷
市
に
お
住
い
の
農
業
者
や
市
民

の
皆
様
に
は
、
不
自
由
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
農
業
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
新

体
制
で
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

未
来
あ
る
環
境
、
緑
溢
れ
る
豊
か
な
生
活
を
送

る
た
め
に
も
私
た
ち
農
業
委
員
会
や
委
員
に
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
荒
廃
し
た
土
地
が
増
え

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う
し
た
問
題
な
ど
も

相
談
で
き
る
農
業
委
員
会
や
農
政
課
と
共
に
連

携
し
て
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
問
題
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
若
い
世
代
を
大
切
に
育
て
て
過

ご
し
や
す
い
環
境
作
り
を
手
助
け
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
委
員
長　

関
口　

邦
子
）

◆農業委員会の総会開催日
　毎月１０日
　※１０日が土・日・祝祭日の場合は、１０日以降最初の開庁日に開催

◆農地法３条・４条・５条に係る許可申請書の受付日
　総会前月の２１日～２５日
　※受付期間内の午前８時３０分から午後５時１５分
　（土・日・祝祭日を除く）申請書及び添付書類が全て整い受付となります。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
委
員
会
活
動
に
精

励
さ
れ
本
市
の
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
七

名
の
方
々
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
三
名
は

農
業
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
）

農
業
委
員

　

宮
本
善
助
様
（
江
戸
崎
地
区
）

　

森
田　

康
様
（
東
地
区
）

　

加
納　

昭
様
（
東
地
区
）

農
地
利
用
最
最
適
化
推
進
委
員

　

飯
島
正
治
様
（
江
戸
崎
地
区
）

　

岡
野　

近
様
（
江
戸
崎
地
区
）

　

宮
本
信
夫
様
（
江
戸
崎
地
区
）

　

平
野　

武
様
（
桜
川
地
区
）

　

木
内
昌
秀
様
（
東
地
区
）

　

黒
田
京
治
様
（
東
地
区
）

　

山
口
和
彦
様
（
東
地
区
）
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